
　乾
燥
肌
は
、
肌
の
か
さ

つ
き
や
ご
わ
つ
き
だ
け
で
な

く
、
些
細
な
刺
激
で
も
ピ

リ
ピ
リ
と
し
た
刺
激
感
、

痒
み
や
湿
疹
な
ど
の
症
状

が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

乾
燥
肌
の
原
因
は「
皮
膚

の
バ
リ
ア
機
能
」の
低
下
が

一
因
で
す
。バ
リ
ア
機
能
と

は
、
内
部
に
水
を
閉
じ
込

め
蒸
発
さ
せ
な
い
仕
組
み
、

ま
た
外
界
か
ら
肌
を
守
る

仕
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　肌
の
バ
リ
ア
機
能
は
、

肌
表
面
の
薄
い
表
皮
が

担
っ
て
い
ま
す
。
表
皮
の
断

面
を
み
る
と
、
角
質
と
い

う
細
胞
が
タ
イ
ル
の
よ
う

に
何
層
も
積
み
重
な
っ
て

角
質
層
を
形
成
し
、そ
の

隙
間
を「
天
然
保
湿
因
子

（
尿
素
な
ど
）」や「
角
質
細

胞
間
脂
質（
セ
ラ
ミ
ド
な

ど
）」な
ど
の
う
る
お
い
成

分
が
満
た
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
角
質
層
の
表
面

を
、
皮
脂
と
汗
か
ら
で
き

る
天
然
の
保
湿
剤
で
あ
る

「
皮
脂
膜
」が
覆
う
こ
と

で
、
強
力
な
バ
リ
ア
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
空
気
の
乾
燥

や
寒
冷
、ス
ト
レ
ス
、
紫

外
線
ダ
メ
ー
ジ
、
加
齢
に

よ
る
肌
の
乾
燥
な
ど
で
バ

リ
ア
機
能
が
低
下
し
て
し

ま
う
と
、
肌
の
水
分
含
有

量
や
う
る
お
い
成
分
は
低

下
し
、
外
か
ら
の
刺
激
に

も
弱
く
な
り
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
は
皮
脂
の
分
泌
が

少
な
く
乾
燥
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
乾
燥
す
る
と
カ

サ
カ
サ
と
痒
み
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
痒
く
な

る
と
、
掻
い
て
し
ま
い
、
炎

症
が
悪
化
す
る…

と
い
う

「
痒
み
↓
掻
く
↓
炎
症
↓

さ
ら
に
痒
み…

」と
、
炎

症
の
悪
化
サ
イ
ク
ル
に
陥

り
、
さ
ら
に
バ
リ
ア
機
能

が
低
下
し
ま
す
。

　そ
う
な
る
と
保
湿
対
策

の
み
で
は
な
く
、ス
テ
ロ
イ

ド
外
用
薬
に
よ
る
対
処
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
に

は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

作
用
の
強
さ
に
よ
っ
て
5

段
階
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
の
皮

膚
か
ら
吸
収
は
、
体
の
部

位
に
よ
り
違
い
が
あ
り
、

顔
面
な
ど
、
吸
収
さ
れ
や

す
く
副
作
用
の
出
や
す
い

部
位
へ
の
使
用
、
乳
幼
児

や
高
齢
者
に
は
、
1
ラ
ン

ク
弱
い
ス
テ
ロ
イ
ド
を
勧

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ご
自
身
の
使
用
部
位

に
あ
っ
た
薬
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

　　医
師
の
指
示
に
従
っ
た

量
を
き
ち
ん
と
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

「
ス
テ
ロ
イ
ド
は
副
作
用
が

怖
い
か
ら
」と
使
用
量
が

控
え
め
の
方
も
い
ま
す
が
、

む
し
ろ
、
少
な
す
ぎ
る
と

効
果
が
得
ら
れ
ず
悪
化
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で「
適
量
」を
塗
る
こ

と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

法
で
す
。最
後
は
保
湿
剤

だ
け
の
ケ
ア
で
い
い
状
態
が

保
て
る
の
が
目
標
で
す
。

　塗
っ
て
治
っ
た
ら
終

了
！
で
は
な
く
、徐
々
に
減

ら
し
、保
湿
剤
で
の
ケ
ア
を

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　赤
ち
ゃ
ん
の
口
の
周
り

は
か
ぶ
れ
や
す
く
、口
囲

の
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
し

た
場
合
、そ
こ
か
ら
食
物

が
皮
膚
を
通
っ
て
体
内
に

取
り
込
ま
れ
、ア
レ
ル
ギ
ー

発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働

く
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
予
防
の
た
め
に
も
バ
リ

ア
機
能
は
大
切
で
す
。

　乾
燥
の
季
節
で
す
。ま

ず
は
肌
の
バ
リ
ア
機
能
を

守
る
た
め
、
毎
日
の
保
湿

ケ
ア
を
大
切
に
。

　市
販
薬
な
ど
、外
用
薬
の

塗
布
量
と
し
て「
F
T
U

（
フ
ィ
ン
ガ
ー
チ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ

ト
）」と
呼
ば
れ
る
単
位
が

あ
り
ま
す
。軟
膏
や
ク
リ
ー

ム
の
場
合
、１
F
T
U
は

大
人
の
人
差
し
指
の
先
か

ら
第
１
関
節
に
薬
を
の
せ

た
量
の
こ
と
で
、約
0.5
g
に

相
当
し
ま
す
。1
F
T
U

が
大
人
の
手
の
ひ
ら
2

枚
分
く
ら
い
の
面
積（
両

手
の
面
積
）に
塗
る
量
と

な
り
ま
す
。
塗
布
量
の
目

安
と
し
て
参
考
に
な
り

ま
す
。

　ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
の

使
用
の
一
例
と
し
て
、漸
減

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
は
適
正
な
ラ
ン
ク
の

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
を
使

用
し
、効
果
が
出
て
き
た
ら

も
う
１
ラ
ン
ク
軽
い
も
の
へ

変
更
。さ
ら
に
効
果
を
感

じ
た
ら
も
う
１
ラ
ン
ク
軽

く
、も
し
く
は
使
用
回
数

を
徐
々
に
減
ら
す…

な
ど
、

少
し
ず
つ
減
量
し
て
い
く
方

（
か
ま
く
ら
犬
と
猫
の
病
院
）

　犬
と
猫
の
一
生
は
、
ヒ
ト

に
比
べ
4
〜
７
倍
の
ス

ピ
ー
ド
で
進
み
ま
す
。
そ

し
て
他
の
動
物
と
同
様

に
、
妊
娠
期
、
授
乳
期
、

成
長
期
、
維
持
期
、
高
齢

期
、
老
齢
期
と「
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
」が
推
移
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
各
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
で
の
最
適
な
栄

養
素
・
種
類
・
量
も
変
化

し
ま
す
。
今
回
は
犬
猫
の

高
齢
期
・
老
齢
期
に
お
け

る
栄
養
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　犬
猫
に
は
高
齢
期
と

老
齢
期
の
間
に
明
確
な

定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
は
高
齢
期
・
老
齢
期
を

合
わ
せ「
高
齢
期
」と
致

し
ま
す
。

　猫
・
小
型
犬
・
中
型
犬

で
は
8
〜
11
歳
、
大
型
犬

で
は
8
歳
程
度
が
ヒ
ト
の

60
歳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
が
60
歳
程
度
か

ら
高
齢
に
差
し
掛
か
る
よ

う
に
、
犬
猫
で
も
こ
の
年

齢
あ
た
り
か
ら
老
化
に
伴

う
生
理
的
変
化
が
起
き
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　老
化
に
伴
う
生
理
的
変

化
と
し
て
は
、

●
被
毛
：
皮
膚
の
柔
軟
性

を
欠
く
、
毛
に
白
髪
が

混
じ
る

●
消
化
器
：
消
化
率
・
代

謝
率
の
低
下
、
消
化
管

運
動
の
低
下（
便
秘
）

●
泌
尿
器
：
腎
機
能
の
低

下（
腎
臓
病
は
死
亡
原

因
の
上
位
）

●
筋
骨
格
系
：
筋
肉
量
の

低
下
、
関
節
炎
の
増
加

（
肥
満
は
さ
ら
に
炎
症
を

促
進
さ
せ
る
）

●
循
環
器
：
老
犬
・
老
猫

の
30
％
に
心
疾
患
が
認

め
ら
れ
る

●
感
覚
器
：
視
覚
・
聴
覚
・

味
覚
の
低
下
、
脳
の
加

齢
に
よ
る
認
知
障
害

●
順
応
性
：
環
境
変
化
に

対
す
る
適
応
力
の
低
下

（
引
越
し
な
ど
）

　こ
れ
ら
の
変
化
が
起
き

始
め
る
高
齢
期
の
犬
猫
に

対
す
る
栄
養
管
理
の
注
意

点
と
し
て
は
、

●
老
化
に
伴
っ
て
起
こ
る

運
動
量
の
低
下
と
基
礎

代
謝
の
低
下
を
考
慮
し
、

維
持
期（
1
歳
〜
高
齢

期
ま
で
）よ
り
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
摂
取
量
20
〜
30
％

減
を
目
安
と
す
る
。
た

だ
し
、
体
重
が
適
正
に

維
持
で
き
る
量
で
調
整

す
る
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
が

減
り
、
脂
質
代
謝
能
も

衰
え
る
た
め
、
脂
肪
含

有
量
が
低
め
の
食
事
が

適
し
て
い
る
。

●
高
齢
期
は
ア
ミ
ノ
酸（
タ

ン
パ
ク
質
を
構
成
す
る

成
分
）を
十
分
に
摂
取
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
高

齢
期
に
は
腎
臓
病（
＊
）

に
罹
患
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
制

限
を
ど
の
程
度
ま
で
行

う
か
は
ま
だ
議
論
の
余

地
が
あ
る
。

●
認
知
障
害
の
防
止
あ
る

い
は
進
行
抑
制
の
た
め

に
は
、
E
P
A（
エ
イ
コ

サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）や 

D
H
A（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ

エ
ン
酸
）を
強
化
し
た
総

合
栄
養
食
や
サ
プ
リ
メ

ン
ト
が
期
待
で
き
る
。

●
高
齢
期
の
ビ
タ
ミ
ン

要
量
に
関
し
て
は
明

確
な
知
見
は
な
い
が
、

ほ
と
ん
ど
の
ビ
タ
ミ
ン

要
量
は
維
持
期
よ
り

増
加
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。

●
ミ
ネ
ラ
ル
で
は
、
P（
リ

ン
）の
過
剰
摂
取
は
腎
臓

へ
の
Ca（
カ
ル
シ
ウ
ム
）

沈
着
を
促
進
し
、
腎
機

能
低
下
を
招
く
た
め
、

避
け
る
必
要
が
あ
る
。

　現
在
、
こ
れ
ら
に
考
慮

し
た
高
齢
期
用
の
フ
ー
ド

が
様
々
な
メ
ー
カ
ー
か
ら

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
動
物

病
院
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患

者
さ
ん
の
状
態
や
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
栄
養

学
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
給

餌
指
導
な
ど
行
な
っ
て
い
ま

す
。
お
家
の
わ
ん
ち
ゃ
ん
・

ね
こ
ち
ゃ
ん
の
フ
ー
ド
に

関
す
る
ご
質
問
が
あ
れ
ば
、

お
近
く
の
動
物
病
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
腎
臓
病
で
は
タ
ン
パ
ク
質
制
限

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る 湘南獣医師会 塩谷 香織

（
オ
ア
シ
ス
薬
局
）

犬と猫の
ライフステージと
栄養について
～高齢期～

地域医療センターに隣接する旧材木座保育園跡で診療を行っています。診察
室は、広く、換気がよいため、安心して診療が受けられます。感染症に対する迅
速診断も可能です。
駐車場は地域医療センター前をご利用ください。
電話（0467-22-7888）で診療を申込み、
ＷＥＢ上の問診フォームから記入いただくと
スムーズです。

鎌倉市医師会

救急診療情報のご案内

A
B

問診フォームは
こちら

乾
燥
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

お
肌
の
ケ
ア
は

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

お問い合わせ：神奈川県鎌倉保健福祉事務所 環境衛生課　TEL：0467-24-3900（代表）

高
齢
期
の
定
義
は
？

ペットの糞尿の後始末は飼い主の責任です
神奈川県動物の愛護及び管理に関する条例では、飼い主の遵守事項として
公園・道路等の公共の場所や他人の土地を汚物で汚さないことと定めています。

猫はできるだけ室内で飼いましょう。飼い
主が知らない間に、猫が他人の敷地を糞
や尿で汚すことがなくなります。
室内で飼うことが難しい場合には、敷地内
でトイレを済ませるよう努めてください。

トイレはなるべく自宅で済ませてから、散
歩に行くようにしましょう。
散歩のときに糞や尿をしてしまった場合は、
糞は持ち帰り、糞や尿をしてしまった場所
を水で綺麗に洗い流すなど、適切に処理を
してください。

犬の飼い主さんへ 猫の飼い主さんへ

これからも古都鎌倉の美しい街並みを守っていきましょう。

乾
燥
肌
と
は

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬

ス
テ
ロ
イ
ド
の
適
量

ス
テ
ロ
イ
ド
の

適
正
な
使
用
方
法

バ
リ
ア
機
能
と

赤
ち
ゃ
ん
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

栄
養
管
理
の
注
意
点

鎌倉市子育て世代包括支援センター　ネウボラすくすく
鎌倉市　市民健康課
TEL：0467－61－3944  メール：shikenko-phn@city.kamakura.kanagawa.jp

乳幼児とスマホ

スマホ（スマートフォン）と上手に付き合うポイント

　「スマホに子守をさせないで！」とはよく聞きますが、今のお子さんたちは、
生まれた時からスマホが身近な物としてあるので、全く使わせないようにする
ことは難しいです。スマホやタブレットを使うことによるお子さんの発達への影響
を理解した上で、上手に使っていきたいですね。

●視力への影響について知る
　３歳前後でおおかたのものが見えるようになり、６歳頃に基本的な視力が完成
すると言われています。スマホを長時間見続けると、近視のリスクが高まる、目が
疲れやすくなる、遠近感や立体感がつかみにくくなるなどの影響がでてくることが
わかっています。

▷大人が子どもに気を付けてあげたいスマホを見るときのポイント
　・目と画面は30センチの距離を置く
　・30分連続でスマホを見たら５～10分休憩する
　・休憩時には５～６m先の遠方を見る
　・就寝前にはスマホを使わない
▷外で遊ぶことも大事！
　広い場所で体を動かして遊ぶと、遠くを見たり近くを
見て自然とピントを合わせたり、からだの動きに合わせ
て目を使うため、目の発達が促されます。

●ネットだからできること、リアルだからできること
　スマホは、遠くにいる家族とビデオ通話ができたり、自宅にいながらも世界中の
珍しい動物を見られたりと楽しめます。でも、リアルに五感を使って体験すること
は、もっと脳を刺激します。それにより、感じる心や力が育ち、お子さんが気持ち
を表現したり、イメージする力を養うことにもつながります。ネットもリアルも、バ
ランスよく体験できることが大切です。

●保護者も一緒に見ればコミュニケーションのツールになる
　スマホの動画を見せっぱなしにするのではなく、大人も一緒に見て、楽しんで
ください。また、電車の中、外食時、長時間大人の用事につき合わせてしまう時
などは、上手に使うといいと思います。

●家族で使い方のルールを決める
　お子さんは、いったん見始めると「もっと見たい！」と思います。それを突然、「も
う時間だからダメ！」と奪われてしまうと、怒りや悔しさを抑えきれなくなるのは当
たり前。「今のが終わったら、さよならしよう」などと約束をしておく、「公園に行こう」
と他の楽しいことを提案するなど、切替えられるといいですね。そして、上手に切
り替えが出来たら、たくさんほめてあげる。この繰り返しが、お子さんの心を育てて
いくことにもつながります。

　スマホ等との付き合い方についての悩みは、この先も、ずっと続くと思います。
その時々で、メリット、デメリットを考え、使い方を考えていけるといいですね。

乾
燥
肌
と

ケ
ア

鎌
倉
市
薬
剤
師
会 

下
窄 

久
美

 お詫び  衛生時報10月号１面にて掲載いたしました、「薬と健康フェアかまくら」の記事に
おいて受付時間に誤りがございました。今後はこのようなことがない様に、十分気を付けたい
と思います。大変申し訳ございませんでした。
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